
書面協議にていただいた意見・質問及び回答について 

 

・委員の意見・質問① 

将来人口と要介護認定数の推計と実績は完璧だと思います。本当にすばらしい。 

 

家庭で看取られた方は第 7 期と令和 3 年度の現在(R3.12.31)で何名でしょうか。 

1.人数  

2.性別  

3.看取った人の続柄 

分かる範囲でよろしくお願いします。 

 

・直方市からの回答① 

将来人口と要介護認定数の推計は計画立案の基礎となるものであり、今後も正確な推計

に努めます。 

 

第 8 期計画にある看取りの対応強化というのは、自宅での看取りを希望される方の相談

窓口の強化を指すものであり、看取られた方の人数等を把握することを現在想定しており

ません。 

対応強化に必要ということであれば把握を行うことを検討します。 

 

 

・委員の意見・質問② 

①書面における会議でしたら専門用語集が必要ではないでしょうか。 

(レスパイト、ショートステイ、高齢者すみよか事業の例など) 

 

②当日使用する資料だけ渡されて承認というのは疑問です。 

 

・直方市からの回答② 

①ご意見ありがとうございます。今後書面協議を行う際には専門用語集を作成します。 

 

②委員の皆様によりご納得いただいた上で承認をいただける体制について検討します。 



 

・委員の意見・質問③ 

実績報告に関する意見 

進捗状況資料 3 ページ高齢者等 SOS ネットワーク事業について 

 

①資料では、見守り登録事業の登録者数が掲載されています。普及啓発の取り組みとしては、

小学校区単位で徘徊模擬訓練が実施されていました。 

現在は新型コロナウィルスの感染拡大で実施が難しいと思いますが、再開されれば本会

として喜んで協力いたします。 

 

②また、行方不明者情報の発信手段である「つながるのおがた」や県の防災メールは、多く

が個人の携帯電話で受信されると理解しています。 

一方、事業所や店舗で仕事中の人やお客様に対しては、紙ベースの情報が有効なので、直

方警察署から登録者に対して FAX 送信されています。 

したがいまして、見守り登録者と併せて FAX 登録者も増えていくと良いと思います。ち

なみに、平成 27 年 3 月時点では FAX 登録件数は約 140 でした。 

 

・直方市からの回答③ 

①徘徊模擬訓練が再開した時にはぜひご協力をお願いいたします。 

 

②FAX 登録につきましてご意見ありがとうございます。令和 4 年 1 月の時点で FAX 登録件

数は 230 件となっており、増加傾向にあると考えております。 

 

 

・委員の意見・質問④ 

敬老祝い金口座振込について 

 

長く民生委員をさせて頂いていますが、敬老祝い金を直接お渡ししてお祝いを述べるべ

きところ、口座振込と事務的になってしまいとても残念に思います。 

民生委員の負担を軽減したということですが、民生委員の仕事だと思っています。 

会議で十分審議されたとは思えません。 

民生委員皆が納得したことではないと思います。いずれ又、対面でお喜びが言える様願っ

ています。 



 

・直方市からの回答④ 

負担軽減に加え、コロナ禍で 1 人 1 人直接対面しての贈呈を行うことの問題もあり、口

座振込へと変更いたしました。ただ、敬老祝い金贈呈が、民生委員と地域との 1 つの接点で

あったことは事実であり、来年度以降対面で贈呈できる状況となれば、民生委員の意見も集

め、再検討いたします。 

 

 

・委員の意見・質問⑤ 

① 2 ページ 主任ケアマネジャーは 2 名のままで欠員が続いており、業務に支障は無いのか

心配しております。 

 

②3 ページ 認知症初期集中支援チームの実績がかなり少ないので勿体ないとも思います。

もう少し周知してはいかがでしょうか。 

 

③3 ページ 高齢者 SOS ネットワークはとても頼りにしており是非継続してほしいです。 

 

④4 ページ ガイドブックと認知症ケアパスは、この様に形になったものは手に取ってしっ

かり見れるのでとても分かりやすい内容だし高齢者も助かると思います。 

 

⑤5 ページ 地域ケア会議における生活支援コーディネーターの方々の活躍は他に類を見な

いと思います。他の地域ケア会議に出た上での感想です。 

 

⑥15 ページ 防災計画には地域のケアマネジャーも含んだところの計画を立ててほしいで

す。それぞれが別々に動くと効率が悪いので是非協力させてください。 

 

・直方市からの回答⑤ 

①現在募集をかけているところですが人員の補充ができていない状態です。 

地域包括支援センター内で業務の調整を行う予定です。 

 

②周知につきましては、令和 3 年度は市報や、ケアパスへの掲載などを行いました。今後も

継続的に周知を図ります。 

 



③高齢者 SOS ネットワークは今後も継続する予定です。ご協力のほどよろしくお願いいた

します。 

 

④ご感想ありがとうございます。令和 3 年度も改訂して関係各所への架配、窓口にて配布

予定です。 

 

⑤生活支援コーディネーターの地域ケア会議における活動については、地域課題の抽出な

どについてさらに発展させる予定です。 

 

⑥ご意見ありがとうございます。効率を良くするための仕組みを検討いたします。 

 

 

・委員の意見・質問⑥ 

①No2高齢者等 SOSネットワーク見守の登録事業の登録者数が 77から 71と減少していま

すが何か弊害が起こっているのでしょうか。それとも年度残り 3 ヶ月で増加してくるので

しょうか。 

 

②No5 歯科口腔保健に関し普及啓発に努めていますとありますが具体的にどういうことを

されているのでしょうか。 

 

・直方市からの回答⑥ 

①同事業につきまして令和 3 年度にも新規の登録を例年通り受けておりますが、登録者の

死亡等による廃止件数がそれを上回ったため、差し引きの結果、登録者数の減となっており

ます。 

 

②直方市民や医療介護の関係者の方向けにかみかみ百歳体操サポーター養成講座を年 2 回

開催しております。令和 3 年度は 1 回の開催となりましたが、参加人数は 27 名でした。 

その他、高齢者支援係窓口にポスターの掲示を行ったり、認知症お役立ちガイドへも掲載

したりしております。 


